
活力みなぎる山口県！

モ
ノ
づ
く
り
で
地
域
活
性
化
山
田
氏

出
席
者

山
口
県
副
知
事藤

部
　
秀
則
氏

山
口
大
学
学
長岡

　
　
正
朗
氏

山
口
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

理
事
長

山
田
　
隆
裕
氏

宇
部
興
産

取
締
役
常
務
執
行
役
員

　
久
保
田
隆
昌
氏

東
洋
鋼
鈑
執
行
役
員

技
術
開
発
担
当
兼
技
術
研
究
所
長

森
賀
　
俊
典
氏

司
会

日
刊
工
業
新
聞
社
執
行
役
員
西
部
支
社
長

　
長
野
　
光
博

山口県座談会

付
加
価
値
の
高
い
産
業
育
成
藤
部
氏
地
方
創
生
で
県
と
連
携
強
化
岡
　
氏

遺
伝
子
分
野
で
医
療
の
役
に
森
賀
氏
素
材
に
こ
だ
わ
り
事
業
展
開
久
保
田
氏

　
山
口
県
は
「
輝
く
　
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
集
積
県
　
や
ま
ぐ
ち
」
実
現
に
向
け
て
「
や
ま
ぐ
ち
産

業
戦
略
推
進
計
画
」
を
策
定
、
地
域
と
産
業
界
が
一
体
と
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
中
で
も
２
０
１
４
年
２
月
に
就
任
し
た
村
岡
嗣
政
知
事
の
下
で
産
業
・
観
光
力
の
増
強
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
国
際
競
争
に
打
ち
勝
つ
「
瀬
戸
内
産
業
再
生
戦
略
」
や
、
全
国
を
リ
ー
ド
す
る

「
医
療
関
連
産
業
育
成
・
集
積
戦
略
」
な
ど
多
く
の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
、
全
国
で
も
有
数
の
産
業

集
積
県
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
今
座
談
会
で
は
産
学
官
の
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
、
県
産
業
の
今

後
の
展
望
や
人
材
育
成
の
大
切
さ
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
を
論
議
し
た
。

藤部氏山口県

　森賀氏東洋鋼鈑

　
―
ま
ず
山
口
県
経
済
の
現
状
と

産
業
施
策
の
取
り
組
み
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

　
藤
部
　
山
口
県
の
製
造
品
出
荷

額
は
２
０
０
８
年
に
過
去
最
高
の

７
兆
１
千
億
円
を
記
録
し
た
も
の

の
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
で
そ
の
後
は
５
兆
４
千
億
円
に

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
後

年

に
は
約
６
兆
８
千
億
円
ま
で
回
復

を
遂
げ
、
今
後
の
増
加
に
期
待
し

て
い
る
。
本
県
は
基
礎
素
材
型
産

業
の
集
積
が
特
徴
で
、
製
造
品
出

荷
額
等
を
１
事
業
所
当
た
り
、
あ

る
い
は
従
業
者
１
人
当
た
り
で
計

算
す
る
と
い
ず
れ
も
全
国
１
位

だ
。

年
７
月
に
策
定
し
た
「
や

ま
ぐ
ち
産
業
戦
略
推
進
計
画
」
に

お
い
て
は
こ
の
製
造
品
出
荷
額
を

７
兆
円
に
増
や
し
た
い
と
の
思
い

で
、
成
長
分
野
に
お
け
る
産
業
育

成
・
集
積
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
県
は
「
活
力
み
な
ぎ
る
山
口

県
」
実
現
を
目
指
し
、
新
た
な
県

政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
元
気
創

出
や
ま
ぐ
ち
！
未
来
開
拓
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
」
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
と
り
わ
け
「
産
業
」
の

活
力
創
造
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
、
五
つ
の
未
来
開
拓
戦
略
の

最
初
に
「
産
業
活
力
創
造
戦
略
」

を
、
ま
た

の
突
破
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
「
次
世
代
の
産
業
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
掲
げ
、
医

療
関
連
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
、
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る

付
加
価
値
の
高
い
産
業
の
育
成
を

促
す
。
昨
年
４
月
に
策
定
し
た

「
医
療
関
連
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構

想
」
お
よ
び
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構
想
」
に
基

づ
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
構
想
は
国
の
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
推
進
地
域
」
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
研
究
開
発
に

係
る
競
争
的
資
金
の
優
先
採
択
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
本
県
で
の
研
究
開
発
・
事
業

化
に
弾
み
が
つ
く
と
考
え
て
い

る
。

　
次
に
「
や
ま
ぐ
ち
次
世
代
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
の
全
体
構
想
」
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
、
目
指
す
と
こ

ろ
は
１
世
紀
に
わ
た
り
瀬
戸
内
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
で
育
ま
れ
た
モ
ノ
づ

く
り
の
技
術
基
盤
を
生
か
し
た
次

世
代
産
業
の
育
成
・
集
積
に
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
技
術
基
盤
と

は
、
部
材
・
素
材
、
ケ
ミ
ス
ト
リ

ー
、
中
小
モ
ノ
づ
く
り
技
術
。
こ

れ
ら
の
技
術
を
親
和
性
の
あ
る
医

療
関
連
と
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
に
お
い
て
展
開
す
る
こ
と
で
、

同
分
野
に
お
け
る
産
業
の
育
成
・

集
積
を
図
る
。

年
４
月
に
は
産

業
技
術
セ
ン
タ
ー
内
に
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
て
、
研
究
開
発
・
事
業
化
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
―
多
方
面
に
目
配
り
が
利
い
た

盛
り
沢
山
の
内
容
で
す
。
特
に
医

療
分
野
へ
の
重
点
施
策
が
目
を
引

き
ま
す
。

　
岡
　
山
口
県
か
ら
は
医
療
・
環

境
の
分
野
で
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
本
学
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
２
月
末
に
地
方
創
生
に
か
か

わ
る
包
括
連
携
協
定
を
県
と
の
間

で
結
ん
だ
。
医
療
分
野
に
関
し
て

は
テ
ル
モ
の
進
出
が
契
機
に
な
っ

た
わ
け
だ
が
、
本
日
参
加
の
東
洋

鋼
鈑
も
遺
伝
子
チ
ッ
プ
を
開
発
し

て
い
る
。
ま
た
産
業
技
術
セ
ン
タ

ー
と
も
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
―
企
業
側
は
ど
う
見
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

　
森
賀
　
山
口
県
は
部
材
や
素

材
、
化
学
の
ほ
か
に
精
密
加
工
も

強
い
。
当
社
は
精
密
加
工
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
Ｄ
Ｎ

Ａ
チ
ッ
プ
。
岡
学
長
と
は

年
以

上
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

年
度
に
は
「
個
別
化
医
療

に
有
用
な
遺
伝
子
対
外
診
断
薬
シ

ス
テ
ム
の
研
究
開
発
」
が
、
産
業

戦
略
研
究
開
発
等
補
助
金
に
採
択

さ
れ
た
。
ま
た
産
業
技
術
セ
ン
タ

ー
に
は
地
場
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

遺
伝
子
診
断
に
つ
い
て
は
研
究
を

進
め
な
が
ら
、
医
療
の
世
界
で
役

立
つ
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

　
―
下
松
事
業
所

山
口
県
下
松

市

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
連
携

が
実
現
で
き
た
の
で
す
ね
。

　
森
賀
　
そ
う
で
す
ね
。
県
や
大

学
、
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
久
保
田
　
宇
部
興
産
は
炭
鉱
か

ら
始
ま
り
、
機
械
、
セ
メ
ン
ト
、

化
学
と
事
業
を
広
げ
て
き
た
。
素

材
に
こ
だ
わ
っ
た
形
で
化
学
の
モ

ノ
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
例
え

ば
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
電
解

液
が
そ
の
例
だ
。
も
う
一
つ
の
柱

と
し
て
有
機
合
成
技
術
を
使
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
医
薬
関
連
の
合
成
品

や
機
能
材
も
作
っ
て
い
る
。
当
社

も

年
度
の
産
業
戦
略
研
究
開
発

等
補
助
金
に
「
機
能
性
素
材
の
特

性
を
活
か
し
た
医
療
事
業
へ
の
展

開
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
き
た

が
、
素
材
と
い
う
無
機
か
ら
発
生

し
た
事
業
で
な
け
れ
ば
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
。
機
能
性
材
料

を
生
か
し
た
研
究
、
医
薬
分
野
へ

の
展
開
が
認
め
ら
れ
た
と
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
る
。

　
―
一
連
の
動
き
の
要
と
も
い
え

る
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
山
田
　
当
セ
ン
タ
ー
は
県
の
施

策
の
実
行
部
隊
。

年
度
の
地
方

独
立
行
政
法
人
化
で
素
早
く
効
率

的
な
動
き
が
可
能
に
な
っ
た
。
具

体
的
に
は
次
世
代
産
業
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
セ
ン
タ
ー
を

年
４
月
に
設
置

し
た
。
本
県
に
は
環
境
、
水
素
、

医
療
と
い
っ
た
ま
だ
ま
だ
地
域
の

企
業
が
未
経
験
の
分
野
が
多
い
。

こ
う
い
う
分
野
に
参
入
し
た
い
と

い
う
企
業
の
思
い
を
で
き
る
だ
け

素
早
く
事
業
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
そ
れ
に
は
モ
ノ
を
作
り
、

一
緒
に
動
か
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
水
素
に
つ

い
て
は
マ
ツ
ダ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
エ

ン
ジ
ン
を
使
っ
て
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
計
画
だ
。
ま
た
金

属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
中
国

四

国

九
州
の
公
設
試
験
研
究
機
関

で
初
め
て
導
入
し
た
。
産
学
官
共

同
で
の
モ
ノ
づ
く
り
は
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
。

　
―
自
治
体
は
熱
心
で
す
が
、
最

近
は
円
安
や
株
高
が
加
速
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
き
が
企
業
活

動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

　
森
賀
　
多
く
の
も
の
を
海
外
か

ら
購
入
し
、
加
工
し
て
輸
出
し
て

い
る
の
で
輸
出
面
で
は
円
安
の
追

い
風
を
受
け
て
業
績
は
好
調
だ
。

一
方
で
飲
料
缶
と
い
っ
た
内
需
は

向
か
い
風
だ
。
円
安
で
自
動
車
産

業
や
電
機
・
電
子
産
業
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
産
業
は
好
調
な
の
で
、
当

社
の
素
材
を
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
場
面
は
増
え
て
い
る
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
効
果
は
実
感
し
て
い
る
。

　
久
保
田
　
ト
ー
タ
ル
で
見
れ
ば

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
自
動
車
メ

ー
カ
ー
の
顧
客
も
多
い
の
で
、
円

安
効
果
は
感
じ
て
い
る
が
、
以
前

ほ
ど
国
内
生
産
を
増
や
し
て
い
な

い
の
で
実
感
は
な
い
。
電
機
各
社

は
円
安
が
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
だ
ろ

う
。
一
方
で
少
し
ず
つ
だ
が
生
産

の
国
内
回
帰
が
始
ま
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
プ
ラ
ス
だ
。
株
高
に
な
る

と
金
融
緩
和
が
進
み
倒
産
が
減

り
、
景
気
は
安
定
す
る
。

　
―
景
気
は
確
実
に
回
復
し
て
い

る
よ
う
で
す
ね
。

　
藤
部
　

年

月
に
補
助
額
、

期
間
と
も
に
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
「
や
ま
ぐ
ち
産
業
戦
略
研
究
開

発
等
補
助
金
」
を
創
設
し
、
医
療

関
連
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

の
企
業
支
援
を
始
め
た
。
東
洋
鋼

鈑
、
宇
部
興
産
両
社
の
研
究
開
発

も
支
援
し
て
お
り
期
待
し
て
い

る
。
来
年
度
は
新
規
採
択
に
当
た

っ
て
二
つ
の
新
規
事
業
を
創
設
し

た
。
一
つ
は
「
次
世
代
産
業
育
成

・
集
積
促
進
事
業
」
。
戦
略
的
な

研
究
開
発
や
県
内
中
小
モ
ノ
づ
く

り
技
術
を
活
用
し
た
、
新
た
な
医

療
・
介
護
・
福
祉
機
器
の
開
発
な

ど
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、
補
助

制
度
を
改
正
す
る
。二
つ
目
は
水

素
先
進
県
」
実
現
促
進
事
業
だ
。

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
量
か
つ

高
純
度
の
水
素
を
生
成
す
る
と
い

う
本
県
の
強
み
を
最
大
限
生
か

し
、
水
素
先
進
県
実
現
を
目
指
す

た
め
、

年

月
に
「
や
ま
ぐ
ち

水
素
成
長
戦
略
推
進
協
議
会

を

設
立
し
た
。今
後
は
水
素
利
活
用

に
よ
る
産
業
振
興
と
地
域
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
る

た
め
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に

特
化
し
た
新
た
な
補
助
制
度
を
創

設
し
、
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
水
素

利
活
用
製
品
な
ど
の
研
究
開
発
・

事
業
化
を
重
点
的
に
支
援
す
る
。

（ ） 【企画特集】 ２０１５年 平成２７年 ３月１９日 木曜日 　　


